
　日本共産党の2人の議員は議会のたびに町民福祉の拡大・産業振興・防災対策など具体的提
言を行い、町政を前に進めてきました。さらに町民福祉を進める日本共産党池田支部の町議
選政策をお知らせします。

日本共産党の2議席は　平和と暮らしを守り
要求実現・町政を前に進める 確かな力！！

日本共産党池田支部の町議選政策

１．町民の「暮らしと福祉」を最優先で守り　住みやすい町に！

２．町財政を再建し　町民の声が活きる町政を！　

〇若い人が住みやすい町に！
・保育園、小・中学校の給食費無料化を。
・18歳までの医療費窓口完全（レセプト代）無料化を。
・高校生の通学費の助成を。
・国保での子どもへの均等割りの廃止を。
・就学援助受給基準の引き上げを。
・かえで公園・会染南部の平地での遊具整備を。
・池田町・松川村での病児保育実施を。
・会染保育園の整備・建設を。
・若者世帯向け公営住宅建設を。
・松川駅利用の町営駐輪場の屋根設置を。

〇高齢者・障がい者が安心して暮らせる町に！
・高齢者などの移動手段の確保（デマンド交通）を。
・見守り支援・配食サービス・除雪支援の充実を。

　自民党政権による制度改悪で介護保
険料や医療費が上がり、国民健康保険
税の負担も大変です。さらに、岸田政
権の大軍拡による社会保障の削減も心
配です。
 　共産党は、町政が岸田政権の福祉
削減から町民を守る「防波堤」の役割
を果たせるよう、また、
子育てしやすく、暮ら
しやすい町となるよう
力を尽くします。
　

〇町財政を再建し、財政構造の改善を！
・町行財政改革推進委員会の答申を尊重し、町自
　らが行財政を点検し、改革プランを策定、実行
　するよう求める。
・町民、有識者参画の第2次町行財政改革推進委員
　会を立ち上げ改革プランの点検、実行を求める。

〇町民の声が活きる町政を！
・町は町政運営施策について町民に説明会を行い
　町民の声を聴き町政に活かす
　よう求める。重要課題につい
　ては丁寧な対応を求める。
・町民主役の町政を実現する
　ため「自治基本条例」の制定
　を求める。　

　町財政の問題点は経常収支比率　が90
％に近づいており、公共施設の改修など
の投資的経費が著しく少ないことです。
財政の構造改善が求められます。
※経常収支比率＝毎年かかる経費（人件費
　扶助費、公債費など）×100÷毎年入る収
　入（地方税、地方交付税など）　
　適正水準は70%～80%と言われています。
　

　町はハーブセンター東側・美術館・会
染西部ほ場非農用地のあり方について町
民アンケートをとりました。アンケート
結果を基に〝町民の声が活きる町政〟が
求められます。

※

３．地域の資源を活かした産業の振興を図り

名実ともに〝花とハーブ〟・田園風景の豊かな町に！

　歴代自民党の農業政策は食糧を輸入
を増やし、食糧自給率（38%）を低下
させ、農業基盤を壊してきました。
　この影響により農家経営が厳しくな
り、農家（担い手）が減少し、遊休農
地も増えてきました。
　池田町の財産は、北アルプスと田園
風景の美しさと長年続けてきたハーブ
です。これらを生かした観光・産業施
策の推進を町に求めます。

　また、岸田政権の進め
るインボイス制度の導入
撤回を求めます。

〇町の基幹産業「農業」の振興を！
・国に、「水田活用の直接支払い交付金」
　の見直しを止めさせ、農産物の価格・
　所得保障政策の導入を求める。
・遊休農地を使い農業やりたい人や家族
　農業を支援するシステムづくりを求める。
・有機、低農薬の農業を推進し、農産物の
　ブランド化を求める。

〇魅力ある池田町に！
・町の風景の素晴らしさを活かすレンタ
　サイクリングなどの推進を求める。
・ハーブを楽しめるハーブステーション
　を核にハーブの振興を求める。
・池田町中小企業・小規模事業者振興
　条例に基づき商工業の振興を求める。

５．町政をチェック・政策提言し 実現させる議会に！　

　議員定数が１減となりました。議会の
役割である皆様の声を把握する力、町政
チェック力・政策提言力の低下が起きな
いようにしなければなりません。
　共産党議員は議会の役割を果たせ、実
現させる議会となるよう努めます。

〇町民に親しめる議会に！
・定例会ごとに町民の皆様との意見交
　換会を行い、町に反映する議会とな
　るようとり組む。

〇政策提言する議会に！
・町の重要課題について常任委員会
（総務福祉・振興文教）で検討し、課
　題を町民の皆様と共に検討する町民
　サポーター制度が実現するようとり
　組む。

〇実現させる議会に！
・議会が提言した事項の進捗状況をチ
　ェックし、実現させる議会となるよ
　うとり組む。

　町には豊かな自然（田園風景・地下水
森林など）があります。これらの自然を
次世代につなげていく施策が求められま
す。
　また、自然災害による水害や土砂災害
及び地震災害から町民の命と財産を守る
ため、更なる防災対策の
充実が求められます。

〇町の自然を守る施策を！
・町の田園風景を守る農業施策を求める。
・町及び松本盆地の地下水保全を求める。
・町の森林資源の保全を求める。
〇自然災害から命を守る施策を！
・自主防災組織の強化とマイタイム
　ラインの作成及び避難所運営訓練
　などの取り組み強化を求める。
〇高瀬川の氾濫防止を！
・県に、高瀬川の土砂撤去と堤防強化を

　求める。
〇地震対策の強化を！
・建物の耐震化を進めるため国・県に
　補助金の大幅増を求める。

４．町の自然を守り　自然災害から 命と財産を守る！


